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■産業技術史博物館構想■

廣田：日本産業技術史学会で、永年進めてきました
日本産業技術史事典がこのたびようやく刊行の運び
となりました。そもそもどういうきっかけでこの事
典の出版は企画されたのですか。
後藤：日本産業技術史学会が発足したのは昭和59
年（1984）です。当時の学会は、梅棹忠夫先生が提
唱した「国立産業技術史博物館」の実現を目指して
いました。吉田光邦先生が初代会長として博物館開
設のための調査研究活動をリードしてきたのです
が、吉田先生は同時に、日本の産業技術史を俯瞰す
る『日本産業技術史事典』の刊行を構想されていま
した。それが果たせぬまま吉田先生は91年にお亡
くなりになりました。その後、学会自体の老齢化も
進んできましたし、また産業技術史博物館の仕事も
なかなかうまくいかないということで、学会が先細
りになっていく心配がありました。2000年頃に
なって、４年後の学会創立20周年を迎えるために、
求心力をたもち、いろいろな人が執筆を通じて学会
に関心を持っていただけたらいいなということで、
かなり無理を承知で、20周年記念企画として事典刊
行の提案をいたしました。
廣田：初代の学会の会長をされていました吉田光邦
先生が、最初に考えられたということなのですけど
も、その後学会の会長は中岡先生に引き継がれまし
た。中岡先生は、吉田先生から事典の構想をお聞き
になられたのですか。
中岡：僕は吉田先生から直接事典の構想を聞いたこ
とはないのです。吉田先生からは産業技術史博物館
の建設運動を手伝って欲しいということを言われ
て、もっぱら最初は博物館運動で走り回っていまし
た。事典の構想の話は聞いていなかったし、後藤さ
んから話が出た時に、僕はどちらかというと今の学
会でそんな大きな企画はできるはずがないという意
見だったのです。あまり乗り気でなかったのだけど
も、後藤さんがあまりに熱心だから（笑）、引きずら
れて参加して、だんだんと入れ込んできたというこ
とです。学会に所属していない研究者や、一度は定
年で学会を辞めると言っていた人がまた関係してく

れたというよ
うなことも
あって、学会
の力量以上の
ものが最後は
できたと思い
ますね。やっ
てよかったと
今は思ってい
ます。

■読む事典■

廣田：小項目の数が344項目、執筆者の方は120名、
そのうち学会員以外の方が80名近くになり、学会外
からかなり協力していただきました。また、大項目
を最初にたて、そのなかで小項目について記述して
いくというのが、本書の大きな特徴ですね。
後藤：編集委員会で議論して、この構成になったの
です。最初は産業技術史博物館との関係をかなり意
識しました。産業技術史は、コンテンツがはっきり
しているようでしていません。展示できる物はある
のだが、ただ物だけを並べてもしょうがない。どう
いう見出しで並んでどういう研究がバックにあるか
ということがもう少し見えていないと、説得力が薄
いということをかねがね思っておりました。事典で
あると同時に将来の博物館設立のコンテンツとして
役に立つものを作りたかったのです。もう一つは、
読む事典にしたくて大項目主義をとりました。
中岡：いろいろな議論をした末に、大項目の下に小
項目をぶらさげるという形になりました。歴史とい
うのはトータルなものであって、ダイナミックに相
互に関連しあっています。関連分野の流れの中で小
項目が論じられているという方が、歴史の大きな流
れが見えてくる。つまり、読み物として読めるとい
うことですね。知りたいことについては小項目を読
めばだいたいわかるし、もう一つは大項目を読んだ
後で自分の印象に従って索引を使って言葉を拾って
いけば読めるという、両方の読み方ができることが
この事典の魅力であると思います。
廣田：大項目の選定についてはかなり苦労しました
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ね。
後藤：『明治工業史』から始まって、日本の産業史
についての文献を、手に入るものはほぼすべて見
て、どういう項目になっているか調べました。それ
が大変困ったことに、古い時代には重要でも、今は
廃れていった分野がありますね。反対に、昔なくて
今あるものもあります。歴史の事典だから、なけれ
ば困りますし、また記述のウェイトをどうつける
か、どう並べるか、悩ましいですよね。

■生活に即した産業技術史■

中岡：大項目選定の過程でかなり議論になったこと
の一つは、山口昌伴さんが執筆された「道具」とい
う項目ですよね。日本の庶民生活の中で、道具とし
て使われているものを通して、技術と生活史の広が
りを捉える、そういう事典を山口さんは作りたかっ
た。産業という言葉にわれわれは強く惹かれてい
た。もう少し産業の流れに即した事典を作りたいと
いうことで、かなり長い議論があったのです。だけ
ど最終的には山口さんの考え方も尊重して、総説の
次の二番目の大項目に道具を配置しました。大項目
の中の小項目の選定・構成についても、大項目の執
筆者の個性を尊重して、執筆者に任せるという方法
にしました。
後藤：産業という分野は、殖産興業という形で国の
役割が非常に大きくて、そういうタイプで日本産業
技術史を書く本はいくらでもある。具体的に人々が
何をやったか、生活に近いところを重視して技術史
を書くというのはなかなか難しい。今回も成功して
いるとは言い難いですが、ややそちらの方に光を当
てる事典になったかなという気がします。国やゼネ
コンが主になってやるような都市計画や軍事技術も
大項目からは省き、必要な技術は他の大分類の小項
目の中に分散して配置してあります。ある意味では
欠陥ですが、あえて落としたことで少し変わった日
本の近代を示せたのではないかと思います。

■80年代以降の流れ■

廣田：対象の時代としては幕末から1980年までで
すね。これは日本の近代工業の成立過程を見るとい
うことですね。
後藤：そうです。欧米へのキャッチアップ形の技術
史についてはかなりうまく描けたのではないかと
思っています。このキャッチアップ形の技術は、70
年代から行き詰まってきたのですが、バブル時代ま
では何とかそれでいけた。80年代になるとそうで
はなくなってきた。歴史の方で言うパラダイムが変
わったのです。
中岡：事典の最後に、「1980年代以降の産業技術」
ということで、総説のみの大項目を後藤さんに書い

ていただきま
した。このま
とめには感心
しました。70
年 代80年 代
以後の発展を
あれほどきれ
いに分析した
文章は初めて
読みました。
後藤：80年代までは１億総中流時代でした。既にあ
るものをいかにしてたくさん作っていくかが問題で
した。ところが90年代になると所得の構造が変
わってくるのです。年収の世帯別分布のグラフが右
下りのM形になっていて、年収1200万円くらいのと
ころに一つの山があり、4～500万円くらいのところ
に大きな山ができている。中流つまり所得の平均値
の層は人数が少ないという奇妙なことになっていま
す。2000年ぐらいから、儲かっている会社は高所得
の層を対象にした高品質・高価格・高収益製品を
扱っていきます。中流を狙っているところは後退し
ていきました。これは世界的な現象です。一般的に
イノベーションが起こっていると言われている時
は、高所得者を対象にした製品が市場をリードして
いって、次第に成熟して中・低所得層に広がってい
くと言われています。日本はそれまで、初期段階の
高品質・高価格なものを金持ちのために生産すると
いうことはあまりやらないできました。この流れが
うまく波及して社会全体が富むか、分かれたままに
なるかというのは、今はわからない。将来、事典の
改訂版が出る頃には見通しがついてるのではないか
と思います。
中岡：明治維新から第一次世界大戦までは、在来産
業がヨーロッパ技術に反応して起こった発展です。
二つの発展が相互に補完しながら発展してきまし
た。それが、第一次大戦のあたりから、矛盾をはら
みながら片一方では軍事にすごく傾斜していきま
す。日本が負けたのは軍事的に負けたというのもあ
るし、産業としては無理が極限までいって持たなく
なったという側面もあります。それが一挙に崩れた
ところから敗戦後出直すことによって、重化学工業
化という発展が始まりました。エレクトロニクス技
術は戦時研究が戦後の発展の基礎を作りました。素
地があったところに技術導入が大量に可能になり発
展したのです。そういうタイプの発展が80年代ま
で続き、その後バブルでがたんと来る。その時期に
世界経済そのものはもうちょっと新しい段階に入っ
ていた。そこは後藤さんの分析で非常にきれいに書
けています。事典の主な部分、土と石などや食品工
業・道具、そういうものを含めて第一次大戦ごろま
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での発展も、
ああなるほど
というふうに
捉えられるよ
うになってい
ます。戦後ま
でかなり全体
がうまく捉え
られて、最後

の後藤さんの記述が入っている。大項目を通して読
んでいくと、日本近代技術史になっています。あま
り仲間ボメをしていてもしょうがないけど（笑）、当
初心配していたよりはいいものができたと思ってい
ます。

■文化との関わり■

後藤：今回よくわかったのは、研究者の研究分野に
非常に偏りがあるということですね。一人にたくさ
んの項目を書いてもらったところもありました。研
究者の分布と産業技術の分布とがどれくらいうまく
合致しているかというのが問題で、研究者自身がも
う少し増えて、いろいろな分野を研究してもらわな
いと将来不安な気がします。鉄とか繊維・機械とい
う分野は伝統的にたくさん研究者がいるし、食品な
どは一人の人にほとんどお願いすることになってし
まいました。研究者の育成のためには、本当は研究
機構を持った博物館が必要なのでしょうが、現状で
はそういうわけにもいかない。それから日本の大学
のシステムそのものの問題として、技術史や科学史
という講座が作りにくい。若手の研究者を引きつけ
るにはどうすればいいかというのは難問です。
廣田：私は大学の知的財産学部という名称の学部で
技術史を教えていますが、歴史に対する学生の意識
は必ずしも高くないですね。なぜ過去のことを勉強
しなければならないのだという感じです。
中岡：欧米では割合古くから、技術史を教えなけれ
ばならないという、技術者の一種の倫理みたいなも
のがあります。日本と違うところですね。日本の工
学部の先生の考え方を象徴する話ですが、私が大学
教員をしていた時に、工学部のある先生と会話をし
ていたら「うちに箸にも棒にもかからない助手がい
て苦労している。技術史やらしたらどうだろう、先
生預かってもらえませんか」と言うのです（笑）。
後藤：学問の序列が違うんですよね。日本では医学
部・工学部が偉いのです。後発国の一つのタイプ
で、殖産興業・近代化のために技術主導で学問が形
成されてきました。
中岡：イギリスでは、ギリシャ以来のメカニカル
アーツ（工芸：ギリシャでは奴隷のわざとされた）へ
の軽蔑の伝統がケンブリッジなどにはありますよ

ね。今でこそ、マイクロソフトタウンと言われるく
らい、マイクロソフトなどに財政的に乗っかってい
ますが、ケンブリッジ大学に工学部ができる際には
大分すったもんだしました。私の友人がケンブリッ
ジ大学工学部にいましたが、何かというとメカニカ
ルアーツを一段と低いものに見る風潮があって、本
当にいやだとよくこぼしていました。その後彼は別
の大学に転出し、私が「ほっとしただろう」と聞い
たら「ここはあまりに文化の水準が低い。クイーン
ズカレッジが懐かしい」とぼやいていましたが
（笑）。
後藤：私が留学していたテキサス大学では、５万人
の学生のうち１万数千人がリベラルアーツ（自由学
芸：中世大学の基礎教養科目である文法・修辞学・論理
学・代数・幾何・天文・音楽）の系譜を引く人文学部
でした。教員の給料はロースクールが一番高く、そ
れからビジネススクールというふうに下がっていっ
て、最低がリベラルアーツです。逆に給料は低い
が、学問の序列が一番高いのがリベラルアーツでし
た。日本は理工系の理学部と工学部の規模は、２対
８ぐらいの割合で工学部が大きいですね。そのこと
をどう捉えるかは難しいです。だからこそ日本は
「ものづくり」がすごいという人もいるわけなので。
中岡：技術とは、常に何か与えられた目的を達成さ
せるための手順みたいなものです。ホームランを打
つ技術から遺伝子操作の技術にいたるまで、決まっ
た手順があって、その手順がわかっているがなぜそ
うなるかわからなくても、目的に到達できるならそ
れでいいわけです。試行錯誤しているうちにその間
にあるものがどんどんわかっていくと、それをどう
組み合わせるかということになります。遺伝子の構
造がだんだんわかってくると、どういう遺伝子が何
を司っているかがわかってくる。わかってくるとそ
れを応用して人間のクローンを作ろうと考えるよう
になるわけです。やっていくとせっかく作ったク
ローンがすぐ死んでしまったりして、それはなぜか
と考えていくとまたいろいろなことがわかってくる
わけです。この、わかってくるということはもう止
められない。いわば人間の“業”みたいなもので
す。だからこそ社会的文化的観点から技術をコント
ロールするという思想がなければ非常に危ないです
ね。
後藤：文化との関わりを見ることが重要です。産業
技術の今後を考えるにあたっても、まず歴史・文化
を知ることから始めるしかないわけです。世間で
は、科学技術分野の強化が叫ばれていますが、哲学
や歴史学の分野で国際競争力を高めないと、理工学
も一国の文化に根ざした発展には至らないでしょ
う。産業技術についても文化との関わりをもっと重
要視するべきです。 （2007.3.5　於：思文閣出版）
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日本産業技術史学会創立20周年・思文閣創立70周年記念企画

日本産業技術史事典
＊明治維新以降、めざましい発展を遂げてきた近代
化の歩みを支えた産業技術史の変遷を跡づけ、日
本の産業技術史を俯瞰する

＊「日本の近代」の理解において不可欠でありなが
ら、従来必ずしも系統的・組織的に実施されてこ
なかった日本の産業技術史研究を23の大項目に
分け、関連項目を344の小項目としてとりあげた

＊近代化以前からの「草の根」における技術と技
能の蓄積に対し光を当て、民間の「現場」の力を
重視

日本産業技術史学会編
◆編集委員（順不同）◆

中岡哲郎・後藤邦夫・山口昌伴・三宅宏司
鈴木　淳・沢井　実・堀尾尚志・麓　和善
田中一郎・高松　亨・石村真一・内田星美

葛B5判・550頁／定価12,600円（税5%込）
 ISBN978-4-7842-1345-0
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2007年5月刊行

◆◇◆内 容 目 次◆◇◆

13．生産技術 （中岡哲郎）

14．農業・林業・漁業 （堀尾尚志）

15．食品加工業 （吉田　元）

16．繊維と衣服 （内田星美）

17．耐久消費財 （平本　厚）

18．建築とデザイン （麓　和善）

19．環境技術 （末石冨太郎）

20．学協会と技術者集団 （沢井　実）

21．技術者教育 （沢井　実）

22．研究開発機関 （田中一郎）

23．1980年代以降の産業技術 （後藤邦夫）

 （　 ）内は、大項目担当者．執筆者計１２３名．

 １．総説 日本産業技術・維新から1980年代まで （中岡哲郎）
 ２．道具（生活道具や工芸関連道具を中心に） （山口昌伴）
 ３．機械 （鈴木　淳）

 ４．素材（木と石と土） （石村眞一）

 ５．素材（鉄） （奈倉文二）

 ６．人工の素材（化学） （高松　亨）

 ７．産銅業 （内田俊秀）

 ８．石炭産業 （後藤邦夫）

 ９．動力と動力システム （橋本毅彦）

10．鉄道と船 （堤　一郎）

11．航空機と自動車 （坂上茂樹）

12．情報・通信 （後藤邦夫）

小項目で個別技術・事項について詳説大項目の総説で歴史の流れを確認できる「読む事典」
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雑誌『大大阪』〔CD-ROM〕
 大正14年～昭和19年
大阪都市協会企画発行
雑誌『大大阪』の大正１４年１２月～昭和１９年１月までの全
巻約33,000ページにおよぶ膨大な文章・図版・広告など
のすべてをCD-ROM２枚に完全収録。
都市制度・地方行政制度・都市計画・公共事業・産業経
済・公害・社会・芸術・社会風俗・地誌など多方面にわ
たる内容。題名・著者名・発行年月・分野・キーワード
の５検索が可能。
　※ＷindowsR専用

葛定価99,750円（直販扱）

鉄道日本文化史考
宇田 正著  最 新 刊 
日本の近代化のなかで陸蒸気＝鉄道がもたらしたもの
は、はかり知れない。本書では「文化の鏡」としての鉄
道をとりあげ、知識人の体験や一般人の認識から民俗・
観光（巡礼）・教育との関わりを通して、鉄道が日本人の
内面的形成に果たした文化的役割を明
らかにする。
［内容］
序章「文化の鏡」としての鉄道
Ⅰ章 鉄道初体験と近代への文化的覚醒
Ⅱ章 日本人一般の鉄道認識の形成
Ⅲ章 鉄道の発達と伝統文化的契機
Ⅳ章 国民教育と鉄道の役割
Ⅴ章 地域社会と鉄道・駅

葛A5判・350頁／定価5,775円 ISBN978-4-7842-1336-8

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
特集　ものづくり・技術史

都道府県庁舎 その建築史的考察
石田潤一郎著
本書では、一次史料をもとに都道府県庁舎の歴史的展開を
個別にあとづけ、地方行政制度史・地域史の中で位置づけ
るとともに、図版史料によってその平面計画及び立面意匠
の具体的な把握も試みた。収録図版200余点。

葛A5判・440頁／定価9,030円 ISBN4-7842-0775-9

大阪砲兵工廠の研究
三宅宏司著 〈日本産業技術史学会学会賞受賞〉
明治3年から昭和20年にいたる大阪砲兵工廠はわが国の産
業近代化の中で特異な役割を果たしてきた。本書では、同
工廠を支えた鉄鋼・材機・冶金・金属加工・化学などの技
術的諸分野の内容と生産体制、職工の就業実態及びそれら
の変遷過程を明かす。関係図表120余点。
葛A5判・520頁／定価10,080円 ISBN4-7842-0776-7

 

文明随想 継承と移転 日本の底力を読む
小林達也著
豊田佐吉の発明から「愛・地球博」に到るまで、東海地方
の創造的活力は単に外国模倣の浮薄な知力だけではない、
伝承されたローカルな有形無形のさまざまな力に推された
ものである。発明と技術移転の実例を紹介し、道徳・価値
観・人間関係を含む地域文化が支持したものであることを
証明。
葛四六判・200頁／定価2,625円 ISBN4-7842-1263-9

新世紀を創る。 京都大学の工学と貴重技術史資料
京都大学総合博物館編
京都大学総合博物館で開かれた同名の展覧会図録。100年
をこえるゆたかな歴史をもつ京都大学の貴重な技術史資料
を公開し、また新世紀を創造する工学研究の最先端を展示
することによって、工学・技術の発展とその成果、未来へ
の夢を広く社会に紹介する。

葛A4判・100頁／定価2,415円 ISBN4-7842-1210-8

 

近代地方政治と水利土木
服部 敬著
淀川・安威川・神崎川の水利構造の変遷と分析、沿岸住民
の治水運動と中央・地方議会と政党の対応、近代化の意味
と中央集権的近代国家の性格を地域史の視座から間う。

葛A5判・440頁／定価6,930円 ISBN4-7842-0873-9

近代日本公園史の研究
丸山 宏著
近代欧米都市起源の公園が、いかに近代化の装置として導
入され､衛生問題・都市問題・記念事業・経済振興策・政
治的役割などさまざまな問題を孕みながら受容されてきた
か、その歩みを社会史のダイナミズムのなかにとらえた一
書。
葛A5判・400頁／定価8,820円 ISBN4-7842-0865-8

 

万国博覧会の研究
吉田光邦編
19世紀、体制を整備しつつあった国家・近代的な企業・国
民という意識に支えられた大衆社会を基盤にスタートした
新しい情報メディアの場、博覧会の諸相を明かす学際的研
究。論文15篇を収録。

葛A5判・368頁／定価6,825円 ISBN4-7842-0414-8

図説万国博覧会史 1851─1942
吉田光邦編
万国博覧会は、19世紀に花開いた新しい情報環境の文明の
一形式であり、文明のあらゆる形態の巨大な集積体であっ
た。1851年第１回ロンドン万国博覧会から1942年の幻の
ＥＵＲまでを対象に、図版約300点を収録。カラー口絵12
点。
葛A4判変型・224頁／定価7,875円 ISBN4-7842-0393-1
 

近代西洋文明との出会い 
 黎明期の西南雄藩
杉本 勲編
佐賀藩を中心とした幕末期の西南雄藩と近代西洋文明との
出会い、またその受容の歴史を、関連する諸側面から掘下
げ、近代化の諸相を明らかにする。

葛A5判・300頁／定価4,830円 ISBN4-7842-0566-7

幕末軍事技術の軌跡 佐賀藩史料『松乃落葉』
杉本 勲・酒井泰治・向井 晃編
本書は、幕未期、西欧科学技術導入が最も進んでいた佐賀
藩の藩主鍋島直正の側近として活躍した本島藤太夫松蔭の
編著『松乃落葉』の翻刻。杉本博士を中心とする「西南諸
藩洋学史研究会」が翻刻、解説、異本との校訂など10年の
歳月をかけて完成したものである。
葛A5判・450頁／定価8,925円 ISBN4-7842-0467-9

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
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詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
特集　ものづくり・技術史

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

絶対透明の探求 遠藤高璟著『写法新術』の研究
尾鍋智子著
加賀藩士遠藤高璟が著した『写法新術』は、まさに江戸
後期の視覚変革がもたらした一つの結実であった。遠藤
の倫理観、写法の理論と視覚論の関係に注目して遠藤の
視覚論を明らかにする。
葛A5判・310頁／定価6,090円 ISBN4-7842-1294-9

佐久間象山と科学技術
東 徹著
佐久間象山が入手したとされる蘭書を書誌的に明らかに
し、そこに記載されている内容と象山の言説との対応関係
を調査。幕末から明治にかけてのわが国における科学技術
の受容を考察した実証的研究。
葛A5判・283頁／定価7,980円 ISBN4-7842-1101-2

洋学史論考
佐藤昌介著 思文閣史学叢書
明治維新の胎動を準備した大槻玄沢・高野長英・小関三
英・福沢諭吉・渡辺崋山らの諸業績の分析を通して洋学の
受容と発展を解明し、あわせて近代化に果した軍事の科学
化と軍制改革・軍楽などを論じる。
葛A5判・410頁／定価8,190円 ISBN4-7842-0782-1

幕末期長州藩洋学史の研究
小川亜弥子著
幕末維新期の変革に洋学が果たした役割について、この
変革の重要な担い手となった長州藩の洋学の実態から検
討。軍事科学化・洋学史的側面からのアプローチによ
り、長州藩明治維新史研究の空白を埋める一書。
葛A5判・284頁／定価7,140円 ISBN4-7842-0967-0

鉄　砲  伝来とその影響
洞 富雄著
日本の中国侵略戦争時、軍部への反発から書いたという
論文から生まれた『鉄砲伝来記』（1939）以来半世紀、日
本史家としての関心から鉄砲に取り組んできた著者の総
決算ともいえる力作。
葛A5判・530頁／定価10,290円 ISBN4-7842-0657-4

実学史研究〔既刊11冊〕
実学資料研究会編
都市・農村の一般民衆の生活経験に基づいて生み出された
生活改善のための記録や機器資料を積極的に発掘・活用
し、江戸時代初頭から19世紀にわたるそれぞれの展開状況
の実情を捉えるシリーズ。
葛A5判・平均300頁／既刊揃定価62,790円［分売可］

十九世紀日本の園芸文化
平野 恵著 江戸と東京、植木屋の周辺
近世後期から明治前期、19世紀における園芸文化史を江
戸・東京を中心に叙述。旧来の園芸史では言及されなかっ
た本草学・見世物研究・文芸分野を視野に入れ、「園芸文
化」という新しい領域を開拓する意欲作。
葛A5判・544頁／定価6,825円 ISBN4-7842-1292-2

歴史災害のはなし
中島暢太郎・三木晴男・奥田節夫著
古文書をもとに江戸時代の気象災害・地震・崩壊災害を
検証。中国地方の気象災害や近江地震、雲仙眉山の崩壊
災害などを取り上げる。巻末に著者による鼎談「災害史
と災害の科学」を付す。 ［外装やや汚れ］
葛A5判・252頁／定価3,045円 ISBN4-7842-0731-7

京都 高瀬川 角倉了以・素庵の遺産
石田孝喜著
洛中の中心部と伏見港をむすぶ10.5キロの高瀬川は、近
世京都の発展に寄与してきた。本書では、その歴史と文
化の姿を多方面から検討する。

葛A5判・250頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1253-1

近世後期瀬戸内塩業史の研究
山下 恭著
塩業と醤油業における開発・経営・塩専売制・流通問題を
細かく分析し、さらに塩業における燃料問題と労働条件を
数量的に解明した基礎的研究の一書。

葛A5判・300頁／定価6,300円 ISBN4-7842-1287-6

貨幣と鉱山
小葉田淳著
日本経済史研究の泰斗が中世から近世にいたる貨幣と鉱山
に関する論考を集成。

葛A5判・300頁／定価8,190円 ISBN4-7842-1004-0

中国銅銭の世界 銭貨から経済史へ  最 新 刊 
宮澤知之著 佛教大学鷹陵文化叢書16
近代以前の長い期間、中国貨幣の主
役の位置を占めた銅銭の歴史を中心
に、先秦から明代までの中国貨幣史
の大きな流れを見る。文献学と考古
学と古銭学とを組み合わせること
で、たとえば文献学だけでは分から
ない点を考古学や古銭学で補い、あ
るいは古銭学から立論して文献で検
証するというように、現在の中国貨
幣史の到達点を学問分野にこだわら
ず利用した中国貨幣通史。
図版180点原寸収録（一部除く）
葛A5判・332頁／定価2,520円 ISBN978-4-7842-1346-7
みやざわ・ともゆき…佛教大学教授

日本銅鉱業史の研究
小葉田 淳著
足尾・面谷・別子など日本を代表する鉱山の個別の史的調
査研究に加え、付篇として産銅に関する近世の銅貿易と鋳
銭についての論稿を収録。

葛A5判・860頁／定価19,950円 ISBN4-7842-0760-0

近世鉱山社会史の研究
荻慎一郎著 〈高知出版学術賞受賞〉
鉱山社会史研究の視点から、従来の研究で欠落していた
支配・経営構造、技術受容と生産体制、労働組織、鉱山
法や住民の社会生活などの実態を大葛金山・院内銀山な
どの一次史料を通して明かす先駆的な業績。
葛A5判・640頁／定価13,440円 ISBN4-7842-0900-X

石見銀山〔全2冊〕
石見銀山歴史文献調査団編 ［外装やや汚れ］
島根県・太田市・温泉津町・仁摩町の共同事業で取り組ま
れた石見銀山遺跡の広範な文化調査によって明らかになっ
た、銀山をめぐる生産・流通・生活の実態を論じる。論文
集と年表・編年史料綱目からなる基本文献。
葛A4判・各320頁／定価16,275円 ISBN4-7842-1127-6
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　　　　　インド絞り染め布とムスリム職人の民族誌
金谷美和著
染色業者カトリーと、カトリーの生産する布について民族誌的記述を行うこと
で、布を生産することによって構築される社会関係と、布の使用によって構築さ
れる社会関係について明らかにする。「手工芸」という表象にとらわれがちな絞
り染め布のもつ物質性への注目を喚起することによって、表象論に傾きがちで
あった物質文化研究の新たな可能性を拓くこと、なかでも布を視点として社会を
分析するという文化人類学的研究の新たな可能性を拓くことを目指した意欲作。
［目次］
インド「手工芸」の誕生／調査地カッチの概要／「染色カースト」としてのカト
リー／絞り染め布の生産形態／生産分業と親族関係／移動と分業のはじまり／
「手工芸」への対応／頭に被る布の意味と用法／指標としての布／布着用の変化
と境界
葛A5判・336頁／定価6,510円　　 ISBN978-4-7842-1341-2

かねたに・みわ…1969年生．京都大学人間・環境学研究科博士課程単位取得退学，京都大学人間・環境学博士
（2005）．現在，日本学術振興会特別研究員、国立民族学博物館外来研究員．

 花洛 のモード きものの時代
み や こ

京都国立博物館編
桃山から江戸時代を通じて服飾の中心となった「きもの」
に焦点をあて、小袖・打掛・胴服・羽織などから笄・かん
ざし・髪型、さらに屏風などに描かれたモードも含めて図
版全225点を収録（オールカラー）。「今用御ひいなかた」
（翻刻）と「御用雛形帳」の調査一覧表なども併載。
葛A4判・550頁／定価26,250円 ISBN4-7842-1072-5

壁紙のジャポニスム
松村恵理著 〈ジャポニスム学会賞受賞〉
本書では、欧米に渡った日本の装飾紙の調査、後に大きな
影響を与えたシェノーの日本美術論をも踏まえ、19世紀後
半から20世紀前半にわたる壁紙のジャポニスムをそのデ
ザインの具体例にそってさぐる。

葛A5判・240頁／定価3,360円 ISBN4-7842-1098-9

 

民芸運動と地域文化 民陶産地の文化地理学
濱田琢司著
民芸運動という工芸をめぐる文化運動とやきもの産地との
影響関係を中心に、産地の人々が外部者によって形成され
たイメージや価値観を客体化し活用しつつ地域文化を形成
していくプロセスを検証。文化人類学、観光人類学、美術
史学の成果を取り入れた「産地」の文化地理学。
葛A5判・304頁／定価5,145円 ISBN4-7842-1288-4

柳宗悦と民藝運動
熊倉功夫・吉田憲司編
柳宗悦の思想とその仕事は、形をかえながら継承していく
必要があるという認識のもと、各世代の研究者が自由に問
題意識を持ち、それぞれの視点・立場から柳宗悦像を論じ
る。国立民族学博物館で2000年から2年間にわたって行わ
れた共同研究の成果。
葛A5判・354頁／定価4,830円 ISBN4-7842-1236-1

 

北太平洋の先住民交易と工芸
大塚和義編
海峡をこえ島々をめぐり半島から大陸へ─太平洋の諸地
域をつなぐ先住民のさまざまな交易ルートの実態を明か
し、あわせて彼らの文化遺産である伝統的な工芸芸術を紹
介する大型ビジュアル本（カラー図版150余点を収録）。
葛A4判・150頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1087-3

視覚の一九世紀 人間・技術・文明
横山俊夫編
視覚という世界の広がりと視覚メディアを中心とした19
世紀の文明史的研究。論文12篇を収録。
［内容］
Ⅰ19世紀の明暗／Ⅱイメージと人間／Ⅲ視覚の文明学
葛A5判・464頁／定価6,090円 ISBN4-7842-0700-7

 

欽定西清硯譜〔全2巻〕
韓国文化財管理局編
本書は乾隆時代に著わされた「欽定西清硯譜」の写本で、
乾隆内府伝世の名品を収載。その素材を陶・石に分類、宮
廷画家による精巧な写生図を掲載し、題識銘記等の解説を
付した貴重な文献の影印本。 ［外装やや汚れ］
葛B5判変型・総1900頁／定価36,750円 ISBN4-7842-0206-4

陶器全集〔全４巻〕
加藤唐九郎他編
本書は、昭和6年に陶器研究・鑑賞界で望み得る最高の執
筆者をむかえ、はじめて陶磁の世界に近代研究の光をあて
た不滅の名著。再刊にあたっては、第一線で活躍中の研究
者により一部改訂を加え、全巻に索引を付した。
葛菊判・総2900頁／定価38,850円 ISBN4-7842-0207-2
 

宝石誌
鈴木 敏編 ［外装やや汚れ］
宝石は上古より金銀と共に世に珍重されてきたが、その資
料は少ない。本書は大正5年理学博士鈴木敏が地質鉱物学
的立場から宝石を学術的に論じたものである。内容は、緒
論・宝石通論・宝石持論からなり、地質鉱物学研究者、貴
金属関係者にとって座右の書。
葛菊判・302頁／定価5,250円 ISBN4-7842-0245-5

金唐革史の研究
徳力彦之助著
1470年頃、ルネサンスの最盛期のフィレンツェで生れた金
唐革。本書は金唐革の発祥以来の歴史、各国別の金唐革の
特色、技法を網羅し、ルネサンス・ロココ・バロック期を
中心とする豪華絢爛な貴重な図版を多数収録した豪華本で
ある。皮革工芸家、染織工芸家座右の書。
葛B4判・200頁／定価36,750円 ISBN4-7842-0267-6

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
特集　ものづくり・技術史

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

布がつくる社会関係布がつくる社会関係 最 新 刊
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 第 2 回　　人文科学の最前線

　
立
命
館
大
学
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

２１

ン
ト
創
成
研
究
」
は
、
日
本
文
化
の
発
信
源
「
京
都
」
を
中
心
に
据
え
、
京
都
学

や
日
本
学
、
日
本
史
学
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ（
以
下
、
ア
ー
カ

イ
ブ
）を
構
築
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
人
文
科
学
分
野
に
お
け
る
新
た
な
研
究
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
目
的
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
知
的
情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）上
に
配
置

し
、
既
存
の
研
究
領
域
や
地
域
な
ど
の
枠
組
み
を
超
え
た
知
的
協
調
空
間
（
ア
ー

ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
筆
者
は
主
に
静
止
画
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
携

わ
っ
て
い
る
。
平
易
に
い
え
ば
、
人
文
科
学
分
野
で
研
究
素
材
と
さ
れ
る
文
化
財

（
書
籍
、
絵
画
資
料
な
ど
）や
研
究
成
果
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
メ
タ
・
デ
ー
タ
構

築
、
ウ
ェ
ブ
公
開
ま
で
を
行
う
活
動
で
あ
る
。
筆
者
が
構
築
に
関
わ
っ
た
ア
ー
カ

イ
ブ
の
例
は
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
最
近
で
は
地
図
に
代
表
さ
れ
る

大
型
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
み
、
巨
大
な
画
像
を
ウ
ェ

ブ
上
で
ス
ト
レ
ス
な
く
閲
覧
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
公
開

を
開
始
し
た
。
来
年
度
は
光
源

の
当
て
方
を
工
夫
し
、
板
木
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
予
定
で
あ
り
、

様
々
な
ア
ー
カ
イ
ブ
手
法
に
対

す
る
興
味
は
つ
き
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
筆
者
の
研
究
活

動
は
非
常
に
実
務
的
な
傾
向
が
強
く
、
む
ろ
ん
実
践
を
通
し
て
情
報
技
術
に
関
す

る
知
見
を
得
る
こ
と
は
多
い
。
し
か
し
見
え
て
く
る
課
題
は
、
む
し
ろ
ア
ー
カ
イ

ブ
を
享
受
し
、
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
人
文
科
学
分
野（
あ
る
い
は
一
般
の
享
受
者
）

の
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
先
日
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、「
デ
ジ

タ
ル
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
質
感
に
及
ば
な
い
」「
デ
ジ
タ
ル
は
無
味
乾
燥
で
あ
る
」

と
い
っ
た
痛
烈
な
デ
ジ
タ
ル
批
判
が
散
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
「
文
化
財
の
デ

ジ
タ
ル
化
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
取
っ
て
代
わ
る
レ
プ
リ
カ
制
作
」
と
い
う
根
強
い
誤

解
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
時
間
を

か
け
て
文
化
財
が
あ
る
場
所
ま
で
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
、
閲
覧

を
許
さ
れ
な
い
文
化
財
も
存
在
す
る
。
し
か
し
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
文

化
財
の
お
よ
そ
を
知
り
得
る
し
、
そ
れ
は
さ
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
の
興
味
を
か
き

立
て
る
媒
体
と
も
な
ろ
う
。
つ
ま
り
筆
者
ら
は
、
知
的
活
動
へ
の
門
戸
と
し
て

ア
ー
カ
イ
ブ
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
最
後
に
は
現
物
主
義
を
徹
底
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
十
分
な

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
啓
蒙
活
動
が
十
分
で
な
い
ま
ま
に

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
が
溢
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
依
然
と
し
て
人
文
科

学
分
野
が
ア
ー
カ
イ
ブ
と
ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
基
本
的
か
つ
大
き
な
課
題
が

残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　
な
お
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
築
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
う
ち
、
権
利
関
係
の
処
理
が

で
き
る
も
の
は
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（http://w

w
w
.

        
 
 
  

arc.ritsum
ei.ac.j

           
       p  ）の
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｓ
「
バ
ー
チ
ャ
ル
京
都
」
と
有
機
的
に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
本
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
果
報
告
と
し
て
立
命
館
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
の
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.ritsum

ei.ac.jp/acd/cg/lt/

        
 
 
       
                   geo/coe/index.htm

                 l

 ）で
公
開
が

始
ま
っ
て
い
る
。
ご
参
照
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

立
命
館
大
学
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

２１

「
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
」

Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員

金
子
貴
昭

「日本・京都関連地図コレクションデータベース」
の閲覧画面　巨大な画像を高速表示するツールを
用いて公開しており、大型資料の細部まで閲覧す
ることができる
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怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

有
余
年
に
わ
た
っ
て
公
刊
さ
れ
た
文
献
が
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
る
。
い
や
、
本
庄
は
初
期

に
お
い
て
は
一
九
二
〇
年
以
前
ま
で
に
公
に
さ
れ
た
文
献
を
取
上
げ
て
い
る
の
で
、
か
れ

が
始
め
た
経
済
史
文
献
解
題
は
、
日
本
に
お
け
る
経
済
史
、
史
学
一
般
に
関
す
る
文
献
の

全
て
と
は
い
え
な
く
と
も
、
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
済
史
文
献
解
題
の
紙
版
は
二
〇
〇
五
年
版
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
る
。
戦
前

か
ら
戦
後
一
九
七
三
年
版
ま
で
日
本
評
論
社
（
一
時
期
日
本
評
論
新
社
）、
一
九
七
四
年

版
か
ら
一
九
九
五
年
版
ま
で
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
版
か
ら
二
〇
〇
五
年
版
ま
で
思

文
閣
出
版
が
出
版
発
行
を
担
っ
て
く
れ
た
。
心
底
よ
り
感
謝
す
る
。

　
紙
版
廃
止
は
文
献
解
題
事
業
の
終
了
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
研
究
所
開
所
七
〇
周

年
を
期
し
て
、
本
事
業
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
た
め
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
で
あ
り
、
国
際
化
で
あ
る
。
私
た
ち
は
一
〇
年
ほ
ど
前
、『
経
済
史
文
献
解
題
』
が
ど

れ
く
ら
い
の
数
の
図
書
館
に
入
っ
て
い
る
の
か
、
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。
予
想
し
て
い

た
よ
り
多
く
の
図
書
館
が
入
れ
て
く
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
の
図
書
館
に
も
入
っ
て
い

て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
た
。
し
か
し
昨
今
、
研
究
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
、
国
を
越
え
て
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
著
書
論
文
を
分
野
別

に
分
類
し
、
解
題
・
目
次
情
報
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
長
を
も
つ
経
済
史
文

献
解
題
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
び
と
に
、
国
を
越
え
て
世
界
中
の
人
び
と
に
容
易
に
届
け

る
た
め
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
国
際
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
二
〇
〇
四
年
版
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
経
済
史
文
献
解
題
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
最
近
は
多
く
の
単
行
本
に
も
欧
文
タ
イ
ト
ル
等
の
欧
文
情
報
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
論
文
に
は
ほ
と
ん
ど
の

ば
あ
い
そ
れ
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
語
文
献
の
欧
文
情
報
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
。
同
時
に
既
に
刊

行
さ
れ
た
『
経
済
史
文
献
解
題
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
一
九
八
九
年
版
以
降
の
情
報
を
同
一
の

画
面
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
六
年
度
で
さ
ら
に
一
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
。

　
さ
ら
に
計
画
し
て
い
る
の
は
、
過
去
に
収
録
し
た
文
献
の
欧
文
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
事
業
で
、

一
私
学
で
は
資
金
的
に
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
今
、
科
学
研
究
費
補
助
を
申
請
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
計
画
し
て
い
る
。
海

外
の
研
究
情
報
を
入
手
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
よ
り
本
庄
た
ち
が
や
っ
た
こ
と
を
再
現
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
今
日
の
研
究
状
況
か
ら
す
れ
ば
海
外
の
研
究
者
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、
ま
ず
は
中
国
と
韓
国

の
研
究
者
と
の
協
力
を
築
こ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
本
年
一
二
月
に
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
研
究
者
を
招
い
て
「
東
ア
ジ

ア
経
済
史
研
究
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
所
長
）

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
は
、
日
本
経
済
史
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
2.osaka-ue.ac.jp

        
 
 
                /  nikkeisi/

          か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

 黒正巌著作集 
［全７巻］

第１巻　百姓一揆の研究（解題：山田達夫）
第２巻　百姓一揆論（解題：藪田貫）
第３巻　岡山藩の研究（解題：倉地克直）
第４巻　社会経済史の研究（解題：土肥恒之）
第５巻　経済地理学の研究（解題：竹岡敬温）
第６巻　日本経済史（解題：大島真理夫）
第７巻　農史の研究 年譜・著作目録（解題：徳永光俊）

葛A5判・総2800頁／揃定価58,800円 ISBN4-7842-1122-5

 

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

 経済史文献解題 
１９９６（平成８）年版【品切】
１９９７（平成９）年版【品切】
１９９８（平成１０）年版　　  12,390円  ISBN4-7842-1015-6
１９９９（平成１１）年版　　  12,390円  ISBN4-7842-1050-4
２０００（平成１２）年版　　  13,440円  ISBN4-7842-1083-0
２００１（平成１３）年版　　  11,340円  ISBN4-7842-1131-4
２００２（平成１４）年版　　  12,390円  ISBN4-7842-1176-4
２００３（平成１５）年版　　  １2,390円  ISBN4-7842-1208-6
２００４（平成１６）年版　　  14,490円  ISBN4-7842-1280-9
２００５（平成１７）年版　　  14,490円  ISBN978-4-7842-1351-1
　　　　　　　　　　  葛４６判／平均６５０頁
※２００５年版で終刊、２００６年版以降はインターネットで公開予定 
 （上掲記事参照）
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因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

◆大阪経済大学日本経済史研究所研究叢書◆
徳永光俊編

黒正巌と日本経済学
1940年前後の京都大学を中心とした「日本経済学」の動
きの中で、黒正らはどのような役割を果たしたのか。師
である本庄栄治郎の学問と彼が打ち立てた「日本経済
学」の主張の検討、黒正と戸田海市、京都経済学者たち
との関係についても考察。
葛A5判・250頁／定価2,835円 ISBN4-7842-1242-6
 
山本 正 著

「王国」と「植民地」
◎近世イギリス帝国のなかのアイルランド◎
「王国」にして「植民地」──アイルランドのイギリス
帝国におけるこの両義性は、近代国家イギリスの他に類
をみない特異なありようを示してもいる。16～18世紀
におけるアイルランドのイギリスとの複雑な関係を丹念
に分析し、その位置づけと変遷を明かす。
葛A5判・236頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1096-2

◆大阪経済大学日本経済史研究所史料叢書◆
家近良樹編

稽　徴　録 ◎京都守護職時代の会津藩史料◎
家老簗瀬三左衛門真粹に仕えていた武藤左源太が藩庁からの
布達・布令（文久２年～明治２年）や巷説（世間の噂・風談）
を写しとったもので、幕末期の会津藩の政治動向のみならず
藩が直面した財政上の危機的状況を生々しく伝える貴重文献
（原本全４冊）。註釈・解説・索引を付す。
葛A5判・280頁／定価6,825円 ISBN4-7842-0994-8
 
渡邊忠司・徳永光俊共編

飛脚問屋井野口屋記録 〔全４巻〕
飛脚問屋としての営業規則・仲間の規約、飛脚人夫の雇い
方、飛脚賃、飛脚経路などや、藩主・家臣との間での飛脚の
認可・契約の証文など交通・通信史の基本史料。
第１巻　享保８年～天明７年 9,240円  ISBN4-7842-1078-4
第２巻　天明元年～文化９年 10,080円  ISBN4-7842-1108-X
第３巻　文化元年～文政９年 10,920円  ISBN4-7842-1147-0
第４巻　文政４年～天保１４年 12,390円  ISBN4-7842-1186-1
葛A5・平均450頁／揃定価42,630円

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

「
経
済
史
文
献
解
題
」
紙
版
終
了
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
国
際
化

　

本
多
　
三
郎

　　
一
九
三
三
年
創
設
の
日
本
経
済
史
研
究
所
初
代
代
表
理
事
に
就
い
た
本
庄
栄
治
郎
が
、
最
初
に
「
経
済
史
文
献
解
題
」

を
世
に
問
う
た
の
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
京
都
帝
国
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
本
庄
が
著
し
た

『
日
本
経
済
史
原
論
』
第
六
章
「
日
本
経
済
史
研
究
の
材
料
」（
一
九
二
四
年
『
日
本
経
済
史
文
献
』
と
し
て
出
版
）
が
そ

れ
で
あ
る
。
本
庄
は
一
九
二
七
年
に
『
日
本
経
済
史
文
献
 続
』
を
出
し
た
後
、
経
済
史
文
献
解
題
を
自
ら
が
主
宰
す
る

「
経
済
史
研
究
会
」
の
研
究
活
動
に
引
き
継
い
だ
（
一
九
二
九
年
）。
同
年
一
一
月
よ
り
発
行
さ
れ
る
月
刊
誌
『
経
済
史
研

究
』
の
ほ
ぼ
毎
号
に
、
日
本
経
済
史
文
献
一
覧
や
東
洋
経
済
史
文
献
一
覧
、
西
洋
経
済
史
文
献
一
覧
な
ど
と
し
て
、
経
済

史
文
献
解
題
を
掲
載
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
い
で
一
九
三
三
年
、
本
庄
や
黒
正
巌
た
ち
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
日
本

経
済
史
研
究
所
が
、
雑
誌
『
経
済
史
研
究
』
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
を
そ
っ
く
り
継
承
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
最
初
の
経
済
史
講
座
教
授
に
就
い
た
本
庄
と
、
最
初
の
農
史
講
座
教
授
に
就
い
た
黒
正
た
ち
に
よ
っ
て
、
福
田

徳
三
や
内
田
銀
蔵
を
嚆
矢
と
す
る
日
本
に
お
け
る
経
済
史
研
究
が
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

時
あ
た
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
二
六
年
に
「
経
済
史
学
会
」
が
設
立
さ
れ
、
翌
二
七
年
に
は
『
経
済
史
評
論
』
が
創

刊
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
は
『
経
済
経
営
史
雑
誌
』（
一
九
二
八
年
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
『
社
会

経
済
史
年
報
（
ア
ナ
ー
ル
）』（
一
九
二
九
年
）
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
上
記
「
経
済
史
研
究
会
」
に
少
し
遅
れ

て
、
一
九
三
一
年
に
「
社
会
経
済
史
学
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
経
済
史
研
究
所
は
、『
経
済
史
研
究
』
第
二
六
号
（
一
九
三
一
年
十
二
月
）
以
来
の
や
り
方
を
踏
襲
し
た
。『
経
済

史
研
究
』
毎
号
に
「
最
近
の
経
済
史
学
界
」
と
題
し
て
経
済
史
文
献
解
題
を
掲
載
し
、
そ
れ
ら
の
一
年
分
を
ま
と
め
る
だ

け
で
な
く
、
一
年
ご
と
の
研
究
動
向
と
主
な
著
書
の
紹
介
批
評
を
加
え
て
、
毎
年
、「
経
済
史
年
鑑
」
と
し
て
特
集
を
編
ん

で
い
る
。

　
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
一
月
、『
経
済
史
研
究
』
第
三
二
巻
第
一
号
（『
経
済
史
年
鑑
 昭
和
十
九
年
版
』）
の
発
行

を
も
っ
て
、
研
究
所
の
活
動
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
よ
く
ぞ
戦
争
末
期
ま
で
持
ち
こ
た
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
戦
後
、
一
九
五
五
年
、
本
庄
た
ち
が
再
開
し
た
「
経
済
史
研
究
会
」
に
よ
っ
て
『
経
済
史
年
鑑
』
復
刊
第
一
冊
が
発
行

さ
れ
た
。
途
中
『
経
済
史
文
献
』
と
改
称
さ
れ
た
の
ち
、
一
九
六
〇
年
、
大
阪
経
済
大
学
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
日
本
経

済
史
研
究
所
か
ら
『
経
済
史
文
献
解
題
』
が
編
集
刊
行
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

　『
経
済
史
年
鑑
 昭
和
八
年
版
』
か
ら
数
え
て
二
〇
〇
五
年
版
ま
で
、
年
刊
の
『
経
済
史
年
鑑
』
お
よ
び
『
経
済
史
文
献
解

題
』
が
実
に
六
二
冊
に
お
よ
ぶ
。
一
九
二
一
年
の
本
庄
『
日
本
経
済
史
原
論
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
今
日
に
至
る
八
〇

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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　今回私が取り上げるのは、今まとまって残されているというよりも、かつて
まとまっていたであろう史料についてである。室町時代後期から江戸時代中期
にかけて、今日、奈良絵本と呼ばれる作品群が作られた。極彩色・直筆による
手作りの作品で、同様な絵巻物も存在することから、私は奈良絵本・絵巻と呼
ぶことにしている。その具体例は、思文閣古書資料目録にカラー写真とともに
よく掲載されているし、３年前には思文閣美術館で「奈良絵本・絵巻の世界」
展を開催しているので、御存知の方も多いと思う。
　この奈良絵本・絵巻は、その美しさから注目され、浮世絵と同じように海外
にも流出しているのだが、いつ誰がどこで製作したかという基本的なことがわ
かっていない。要は、作品自体に奥書や署名がないのである。そこで、奈良絵
本・絵巻を研究するに当たり、どこにどのような作品が存在するかということ
から調べなくてはいけないのだが、いろいろ実物の作品を見ていくと、さまざ
まなことに気付く。まず、ごくまれに、署名や製作主と思われる印記が押され
ているものが存在する。それを契機に詞書きの筆跡による分類をすると、署名
はなくとも筆者がわかる場合がある。江戸時代前期の有名人でいうと、最大の
仮名草子作家である浅井了意が、奈良絵本・絵巻の詞書きを執筆していること
が明らかになった。これらのことについては、拙著『奈良絵本・絵巻の生成』
（２００３年８月、三弥井書店）にまとめ、それを補う作品についても論文等で随時紹
介している。
　この浅井了意筆奈良絵本・絵巻の存在等により、江戸時代前期が奈良絵本・
絵巻の製作のピークであること、製作場所は京都が多いであろうこと、等々が
わかってくる。この江戸時代前期にも、製作と関わってかつては一つの文庫の
中にまとめられていた奈良絵本・絵巻も存在したはずである。しかし、今回
は、奈良絵本・絵巻製作の晩期、すなわち、江戸時代前期から中期にかけて製
作されたと思われる作品を取り上げたい。
　何を隠そう、そのまとまりに気付いたのは、かつて思文閣出版古書部からひ
とまとまりの奈良絵本の残冊を私が購入したことに始まる。それは、『伊勢物
語』『鉢かづき』『笠間長者鶴亀物語』『松竹物語』『松ケ枝姫物語』『岩屋の草
子』の６点の残冊であった。いわゆる半紙本型の縦型奈良絵本で、雰囲気の良
いものであった。この６点を見て驚いたのが、その詞書きは全て筆跡が同じな
のである。また挿絵の部分も、残されたものを見る限りでは、霞のかたちや筆

致が全て等しい。『源氏物語』等の長大な作品を除き、奈良絵本・絵巻は１点の作品の中で筆跡
や画風が変わることはないから、この６点は、全て同じ詞書き筆者、同じ絵師により作られたの
であろう。それがばらばらになりつつも一緒に市場に出てきたということは、作られてからずっ
と同じ所に所蔵されていたということである。６点もの奈良絵本・絵巻の残部を、同じ筆跡とい
うことで今日収集するのは困難なことである。
　そして、この６点と全く同じ筆跡、同じ画風の奈良絵本がいろいろな所で見つかるのである。
この６点以外の作品まで、同じ場所にあったかは調べようがないが、たとえ６点だけでも同じ場
所にあったということは、一つの叢書として保存していたことになる。奈良絵本・絵巻の中心を
占める御伽草子には、その名前の由来となった御伽文庫という叢書があった。それは、版本とし
て２３点の作品をまとめたものである。これと同じようなことが、写本でも行われていたというこ
とになる。

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

石
川　

透

奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
叢
書 
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　このような例は、御伽草子と同じ室町時代から江戸時代初期にかけて流行した幸若舞曲にもみ
られ、版本の舞の本をもとに製作したと思われる絵巻と奈良絵本が、いずれも完全なかたちでは
ないが、ある程度まとまって残されたことがある。この舞の本の絵巻と奈良絵本は少なくとも３
セット作られた可能性があるのだが、残念ながら今は完全なかたちでは残っていない。おそらく
は江戸時代前期における最高級の商品であるから、いったんは大名家に納められていたであろう
が、明治以降ばらばらになったものと思われる。
　『伊勢物語』等の６点の奈良絵本の残冊も、１点として完全なかたちで残された作品は別に売
り出された可能性もある。もともとは同じところから一括して出てきたものを、今日の商品とし
て売りやすいように、作品ごとにばら売りすることはしばしばみられることである。なお、この
６点の奈良絵本の詞書き筆者は、この叢書とは違う叢書も作っているし、絵巻の作例もある。さ
らに、この筆跡は、宝永２年（１７０５）刊の『西行物語』にもみられることから、まさに江戸時代
前期から中期にかけて活躍した筆工によることがわかる。

奈良絵本『鉢かづき』

「奈良絵本・絵巻の魅力」（仮題）展
　８月２３～２８日　於丸善名古屋栄店　〒460-0008 名古屋中区栄3-2-7

奈良絵本・絵巻国際会議　愛知大会
　８月２５・２６日　於西尾市岩瀬文庫　〒445-0847 愛知県西尾市亀沢町480
※以上２件の問い合わせは以下にお願いいたします。
　〒108-8345 東京都港区三田2-15-45　慶應義塾大学文学部石川透研究室
　　　tel: 03-5427-1178

─M E M O─
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 龍谷大学善本叢書 
龍谷大学が所蔵する貴重典籍を影印で紹介。
思文閣出版では国文学分野を担当し、国語・国文
学研究上重要な資料を学界に広く提供する。

類聚古集 〔全3冊〕
秋本守英責任編集 龍谷大学善本叢書20
葛B5判・総1800頁／定価59,850円 ISBN4-7842-1041-5

詞源要略・和歌会席
大取一馬責任編集 龍谷大学善本叢書24
葛B5判・290頁／定価19,950円 ISBN4-7842-1196-9

平家物語 〔全4冊〕
大取一馬責任編集 龍谷大学善本叢書13
葛A5判・平均520頁／定価44,100円 ISBN4-7842-0794-5

うたひせう─諷謌鈔─ 〔全3冊〕
宗政五十緒責任編集 龍谷大学善本叢書2
 葛A5判・総1700頁／揃定価35,700円
 ① ISBN4-7842-0420-2 ② ISBN4-7842-0421-0 ③ISBN4-7842-0422-9

三条西公条自筆稿本　源氏物語細流抄
安藤 徹 責任編集 龍谷大学善本叢書25
葛B5判・706頁／定価29,400円 ISBN4-7842-1234-5

【品切】
字鏡集〔全２冊〕 龍谷大学善本叢書８ 　秋本守英責任編集
奈良絵本〔全２冊〕
 龍谷大学善本叢書22　糸井通浩責任編集

四十人集 〔全3冊〕
家郷隆文責任編集 龍谷大学善本叢書18
葛A5判・総2100頁／定価50,400円 ISBN4-7842-0970-0

  
延慶本『平家物語』の説話と学問
牧野和夫著
応永筆写（延慶書写奥書）『平家物語』とそこに離合・集散
したもろもろの「文・物」を、個々の「説話」を聞いて解
いてみる試み。『太平記』生成の最初期の動向と『三国伝
記』の生成と応永筆写延慶本『平家物語』とをゆるやかに
結ぶネットを明らかにする。
葛A5判・402頁／定価12,600円 ISBN4-7842-1258-2

俊頼髄脳の研究
鈴木徳男著
『俊頼髄脳（としよりずいのう）』は、源俊頼の著した平安
後期の歌学書である。先行歌書や歌学的知見の受容という
観点からその構造を分析、さらに享受面を考察し、『俊頼
髄脳』の和歌史的意義を浮き彫りにする。付録として伝本
の性格を検討した二論を加える。
葛A5判・308頁／定価8,400円 ISBN4-7842-1296-5

隔蓂記 〔全７巻〕本　 篇６巻 
総 索 引１巻

赤松俊秀校訂
近世文化の最重要史料、金閣鹿苑寺住持鳳林承章自筆の日
記。総索引完成を機に、総索引を含めた全７巻セットとし
て復刊。
葛A5判・総5,130頁／定価73,500円 ISBN4-7842-1311-2

隔蓂記　総索引 〔全１巻〕
『隔蓂記』研究会編
日記『隔蓂記』（全６巻）の膨大な情報をコンピューターで
整理し、人名（8,000）・事項（8,800）・社寺名（550）・地名（500）
の四種類の索引にまとめる。
葛A5判・760頁／定価14,700円 ISBN4-7842-1312-0

 　　　　 日本古典随筆の研究と資料 〔最新刊〕 
糸井通浩 編 龍谷大学仏教文化研究叢書
龍谷大学図書館が所蔵している、日本の古典随筆に関する伝写本を悉皆調査した研究プロジェクト「古典随
筆伝写本の研究」の成果。『枕草子』『徒然草』雨森芳洲『交隣提醒』についての研究論文７篇に加え、重要
と思われる古典随筆伝写本５本を翻刻紹介する。
〔研究編〕『枕草子』の耳伝（安藤 徹）／『枕草子』格子考（東 望歩）／『枕草子』「三月ばかり物忌しにとて」段の構

成意識（外山敦子）／『枕草子』の語法（糸井通浩）／龍谷大学蔵徒然草伝写本について（木村雅則）／徒然
草の近代（朝木敏子）／雨森芳洲『交隣提醒』（山嵜泰正）

〔資料編〕龍谷大学本『枕草子』（零本）翻刻・解題（忠住佳織）／龍谷大学図書館蔵『徒然草 平忠重伝写本』翻刻（木
村雅則）／龍谷大学図書館蔵『たはれ草』翻刻（万波寿子・糸井通浩・雨森正高）／『たはれ草』諸本の校合
（雨森正高・糸井通浩）／龍谷大学本『四季物語』翻刻・解題（外山敦子）

葛A5判・480頁／定価7,560円 ISBN978-4-7842-1349-8
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山中 裕 編 〔第２期第８巻〕御堂関白記全註釈 【５月刊】

藤原道長の日記「御堂関白記」は平安時代を代表する一級史料。本全註釈は永年にわたる講読
会（東京・京都）と夏の集中講座による成果を集成したもので、原文・読み下しと詳細な注で
構成されている。

［既　　刊］
長和４年　A5判・290頁／定価6,300円　ISBN4-7842-1158-6 寛弘３年　A5判・218頁／定価5,775円　ISBN4-7842-1214-0
寛弘７年　A5判・220頁／定価5,775円　ISBN4-7842-1260-4 寛弘４年　A5判・220頁／定価5,775円　ISBN4-7842-1302-3

［５ 月 刊］
寛弘８年　A5判・260頁／定価6,825円　ISBN978-4-7842-1350-4

今昔物語集の人々 平安京篇
中村修也著
虚実ないまぜ話柄の豊富な説話文学の古典から平安京と
いう都市で生きる人々──商人・検非違使・怪盗・陰陽
師・絵師たち──のさまざまな姿を活写。
葛A5判・220頁／定価2,415円 ISBN4-7842-1213-2

 摂関時代文化史研究【最新刊】
関口 力 著  思文閣史学叢書 
「この世をば我が世とぞ思ふ望月の闕けたることもなしと思
へば」という和歌に象徴され、「如帝王」と評された藤原道長
の時代を中心に取り上げ、リアルタイムに日々の出来事が記
される古記録・日記類をもとにして、摂関時代全盛期に生き
た人物、および彼らをはぐくんできた社会について考察。政
権を掌握した体制派、それに対する反体制派、そしてそうし
た官人群とは一線を画した非体制派の人物群という基本的な
人間類型を示すことにより、あくまで人間が主人公である歴
史の在り方について追究する。

葛A5判・484頁／定価9,450円 ISBN978-4-7842-1344-3

日本古代商業史の研究
中村修也著  思文閣史学叢書 
商人や市に関わる人々の存在形態を、交易の発生から出
雲・平城京・平安京などにおける都市空間の生活の場で
解析し、日本古代における商人と商業の実態を明かす。
葛A5判・400頁／定価7,560円 ISBN4-7842-1268-X

『親信卿記』の研究
佐藤宗諄先生退官記念論文集刊行会編
蔵人の年中行事に関わる一級史料『親信卿記』から四方
拝・供立春水など80項目余の記事を抽出・分離し、他本
との校訂や内容の研究にとりくんだ一書。関係補論６篇
のほか古代史の個別論考４篇も収録。
葛A5判・600頁／定価10,290円 ISBN4-7842-1252-3

日中親族構造の比較研究
官 文娜 著  思文閣史学叢書 
日中親族集団の構造を手がかりとして、日本が中国の親族文
化、特に宗族制度を受容しなかった理由、またともに「アジ
ア文化圏」に属する両国の、近代以降における西洋異文化と
の衝突の原因と融合の条件を探る。
葛A5判・444頁／定価7,560円 ISBN4-7842-1241-8

〈本文組見本〉
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本
来
公
事
の
記
録
で
あ
る
古
記
録
が
、
私
の
専
門
と
す
る
有

職
故
実
に
と
っ
て
不
可
欠
の
史
料
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
私
は
現
在
ふ
た
つ
の
研
究
会
で
古
記
録
の
註
釈
に
関
わ
っ

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
山
中
裕
先
生
に
よ
る
『
御
堂
関
白
記
』
研

究
会
で
あ
り
、
思
文
閣
出
版
か
ら
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
五
味
文
彦
先
生
に
よ
る

『
明
月
記
』
研
究
会
で
あ
り
、
雑
誌
『
明
月
記
研
究
』
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
註
釈
も
日
本
史
研
究
者
と
国
文
学
研
究

者
の
共
同
作
業
の
成
果
で
あ
る
。

　
私
は
ど
ち
ら
の
研
究
会
も
大
切
に
思
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ

け
私
の
研
究
人
生
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
の
が
『
御
堂
関
白

記
』
研
究
会
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
國
學
院
大
學
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
と
し
て
勉
強
な
ど
無
縁
の
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
た
私
が
、
故
鈴
木
敬
三
先
生
の
も
と
で
有
職
故
実

の
研
究
を
志
し
、
大
学
院
に
進
学
し
た
昭
和
五
十
六
年
、
は
じ

め
て
接
し
た
古
記
録
が
『
御
堂
関
白
記
』
で
あ
り
、
大
学
院
の

ゼ
ミ
で
そ
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
奇
し
く
も
そ
の

年
か
ら
國
學
院
大
學
の
講
師
と
な
ら
れ
た
山
中
先
生
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
同
じ
年
、
國
學
院
大
學
や
東
京
大
学
な
ど
山
中
先
生
が

ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
た
東
京
の
大
学
院
生
が
集
ま
っ
て
、『
御
堂

関
白
記
』
研
究
会
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
二
十
六
年
、
私
は

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、『
御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
に
深

く
関
わ
り
、
山
中
先
生
に
は
公
私
と
も
に
非
常
に
親
し
く
ご
指

導
、
ご
厚
誼
を
い
た
だ
い
て
い
る
。『
御
堂
関
白
記
』
と
山
中

先
生
と
の
交
流
は
ま
さ
に
私
の
研
究
人
生
と
と
も
に
あ
る
。

　
一
方
、
当
時
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
続
い
て
い
る
京
都
･平

安
博
物
館（
古
代
学
協
会
）で
の
山
中
先
生
に
よ
る
『
御
堂
関
白

記
』
集
中
講
義
も
あ
っ
た
。
本
来
は
夏
･秋
の
年
二
回
、
の
ち

に
は
夏
の
み
と
な
り
（
場
所
も
思
文
閣
出
版
に
）、
広
く
一
般
の

方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
あ
る
が
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
形
式
で
行

わ
れ
、
関
西
と
関
東
の
大
学
院
生
や
若
手
研
究
者
が
報
告
者
と

な
り
、
私
も
何
回
か
報
告
し
て
い
る
。
諸
事
情
で
平
成
十
七
年

以
来
中
断
し
て
い
る
が
、
中
断
ま
で
の
八
年
間
は
私
は
関
東
側

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
報
告
者
と
し
て
毎
年
報
告
を
行
っ
た
。

　
こ
の
集
中
講
義
の
成
果
は
昭
和
五
十
年
か
ら
雑
誌
『
古
代
文

化
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
最
初
の
『
御
堂
関

白
記
全
註
釈
　
寛
仁
元
年
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
六
十
年

で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
東
京
の
研
究
会
の
目
的
も
全
註
釈

の
原
稿
作
り
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
集
中
講
義
と
東
京
の
研
究
会

だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
に
、
昭
和
六
十
二
年
頃
か
ら

は
、
名
和
修
先
生
の
ご
好
意
に
よ
り
、
京
都
･陽
明
文
庫
で
も

全
註
釈
の
原
稿
作
り
を
目
的
と
し
た
研
究
会
が
始
ま
っ
た
。
私

は
こ
の
陽
明
文
庫
の
会
に
も
度
々
参
加
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
私
は
山
中
先
生
に
よ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
ふ
た
つ

の
研
究
会
と
集
中
講
義
の
す
べ
て
に
参
加
し
て
い
る
。
す
べ
て

に
参
加
し
て
い
る
の
は
全
註
釈
執
筆
者
の
な
か
で
も
私
だ
け
ら

し
い
。

　『
御
堂
関
白
記
』
研
究
会
も
現
在
で
は
東
京
の
会
だ
け
と

な
っ
た
。
最
終
的
に
全
十
六
巻
と
な
る
予
定
の
全
註
釈
も
、
未

刊
の
う
ち
、
寛
弘
八
年
分
は
近
日
刊
行
、
寛
弘
五
年
分
は
入
稿

済
み
、
長
和
五
年
分
は
未
入
稿
だ
が
、
一
部
を
残
し
て
集
中
講

義
と
陽
明
文
庫
の
会
で
報
告
さ
れ
、
集
中
講
義
分
の
大
部
分
は

『
古
代
文
化
』
に
連
載
さ
れ
た
。
余
す
と
こ
ろ
は
、
そ
の
長
和

五
年
分
の
一
部
と
、
現
在
東
京
の
研
究
会
で
鋭
意
進
め
て
い
る

長
徳
･長
保
分
だ
け
と
な
っ
た
。

　
山
中
先
生
は
二
年
後
に
米
寿
を
迎
え
る
。『
御
堂
関
白
記
』

は
難
解
な
古
記
録
だ
が
、
そ
の
全
註
釈
と
い
う
壮
大
な
試
み
の

完
成
は
先
生
の
米
寿
記
念
を
目
標
と
し
て
い
る
。
全
註
釈
原
稿

執
筆
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
そ
れ
を
肝
に
銘
じ
て
、
僭
越
な
が

ら
先
生
に
成
り
代
わ
り
、
迅
速
な
原
稿
執
筆
を
お
願
い
し
た

い
。

●
私
の
ノ
ー
ト
か
ら
●

山
中
裕
編
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
と
私

近
藤
好
和

こんどう・よしかず
１９５７年神奈川県生まれ．國學院大學大学
院文学研究科博士課程後期修了．博士
（文学･広島大学）．神奈川大学特任教
授．著書に『中世的武具の成立と武士』
（吉川弘文館，２０００年），『装束の日本史』
（平凡社新書，２００７年）など．

（15頁に図書案内）
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　鈴木　康子著 長 崎 奉 行 の 研 究 〔最新刊〕　

長崎奉行は、単に長崎という町を支配するだけではなく、唐船やオランダ船貿易の監視、漂流民の引受、
外国との政治的交渉などの要務をにない、その重要性は時代を降るごとに増大していった。
本書では、17世紀後期から18世紀中期の約100年間の、長崎奉行の職掌や幕府内における長崎奉行の位置
づけの変化、そして長崎奉行自体の特質が変質してゆく状況を解明し、その背景となる幕府の経済政策の
推移や、日本側の外国人に対する意識の変化などについても考察を加える。

◎内容目次◎
第１章　貞享～元禄期長崎奉行制度の変化─長崎奉行定員の推移と叙爵を中心として─
第２章　近世中期長崎支配機構について─長崎目付と享保期の長崎奉行について─
第３章　享保の大飢饉と長崎─長崎奉行大森山城守の飢饉対策─
第４章　長崎奉行萩原伯耆守美雅─元禄時代の貨幣改鋳から享保期の長崎貿易政策までの軌跡─
第５章　元文～明和期の長崎奉行と勘定所
　　　　　─松浦河内守信正と石谷備後守清昌、そして石谷の御国益論を中心として─
第６章　寛延～宝暦期の長崎貿易改革─勘定奉行・長崎奉行兼職松浦河内守信正の施政─
第７章　松浦河内守失脚と用行組事件
第８章　宝暦～明和期の長崎貿易改革─勘定奉行・長崎奉行兼職石谷備後守の施政─
付　録　長崎奉行代々記／長崎奉行関係文献一覧
葛A5判・418頁／定価6,510円 ISBN978-4-7842-1339-9

すずき・やすこ…中央大学大学院文学研究科後期課程修了.現在,花園大学文学部教授．史学博
士（中央大学）．

 鎖国時代長崎貿易史の研究 
太田勝也著 思文閣史学叢書
寛永鎖国の成立期から正徳新例に至るまで、幕府の貿易政
策を徹底追究。糸割符仕法・相対売買法・貨物仕法・制定
高制度・銅代物替貿易・長崎会所貿易・宝永新例・正徳新
例の展開を数量的考察とともに実証。随所に新見解を示す。
葛A5判・664頁／定価14,490円 ISBN4-7842-0706-6

  近世日蘭貿易史の研究 
鈴木康子著 思文閣史学叢書
近世日蘭貿易における日本輸出商品の生産から販売までを
複合的な視点から詳細に追究し、近世における日蘭貿易の
状況と推移を明かし、日本とアジア・ヨーロッパ市場の動
向を長崎貿易を接点としてとらえる。
葛A5判・480頁／定価10,080円 ISBN4-7842-1178-0

  

 日蘭交渉史の研究 
金井 圓 著 思文閣史学叢書
三浦按針を乗せたリーフデ号の漂着から、徳川鎖国・オラ
ンダ東インド会社の解散・外国船打払令を経て、開国に至
る二世紀半の対外関係史の要をなす日蘭交渉史の知られざ
る局面を、主として在外未刊行史料に基づき実証。

葛A5判・500頁／定価8,925円 ISBN4-7842-0446-6

 幕藩制国家の成立と対外関係 
加藤榮一著 思文閣史学叢書
幕藩権力がどのような国際的環境のもとに国家支配の枠組
みを形成したのかを、「公儀」幕藩権力と連合オランダ東
インド会社との関係史を基軸に、国際秩序の変動や東アジ
アおよびヨーロッパ社会の変革の過程の中に捉え直した意
欲作。
葛A5判・468頁／定価9,240円 ISBN4-7842-0954-9

  

 瀬戸内海地域社会と織田権力 
橋詰 茂 著 思文閣史学叢書
特産物の塩、周辺物資の海上輸送、在地権力の動向、海賊
衆や真宗勢力の台頭、制海権をめぐる抗争など、瀬戸内
海・四国をとりまく実態を明かす。

◎内容目次◎
第１編　瀬戸内海地域社会の形成と展開

瀬戸内における塩の生産／瀬戸内水運と内海産業／地域の社会
階層／四国真宗教団の成立と発展

第２編　瀬戸内海社会の発展と地域権力
在地権力の港津支配／香川氏の発展と国人の動向／海賊衆の存
在と転換／瀬戸内を巡る地域権力の抗争

第３編　地域権力と織田権力の抗争
石山戦争と讃岐真宗寺院／寺内町勢力との対決／寺内町の構造
／織田権力の瀬戸内海制海権掌握／織豊政権の塩飽支配／戦国
期地域権力の終焉
葛A5判・390頁／定価7,560円 ISBN978-4-7842-1333-7

 漂流記録と漂流体験 
倉地克直著
漂流した男たちの体験はさまざまな形で残された。本書は
漂流記録の史料的価値についてひとつの試論を示す。それ
らの記録を通して漂流体験を再現し、漂流民の異国認識や
異国交流の実態を探る。史料篇では神力丸漂流事件の典型
的な記録を翻刻。
葛A5判・352頁／定価7,875円 ISBN4-7842-1225-6

 

 戦国大名の外交と都市・流通 
豊後大友氏と東アジア世界
鹿毛敏夫著 思文閣史学叢書
西日本の戦国大名のアジア外交の実態とそこに潜む意識構
造について解明するとともに、政治・経済・文化的にアジ
ア諸国と緊密な関係にあった西国大名による都市・流通政
策の実態を明らかにする。
葛A5判・300頁／定価5,775円 ISBN4-7842-1286-8
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上賀茂のもり・やしろ・まつり
大山喬平監修／
石川登志雄･宇野日出生･地主智彦編
古文書・古記録をはじめ建築や神饌などの姿・形のなか

に古い神社と失われた日本文化が受け
つがれている上賀茂神社。平成18年
３月に神社所蔵の約14,000点の文書が
重要文化財に指定されたことを記念し
て、同社主催の歴史文化講座の成果を
まとめ、上賀茂神社をめぐる神事・歴
史・文化をわかりやすく紹介。

葛A5判・412頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1300-7

　
　
 

丹後地域史へのいざない
上田純一（京都府立大学教授）編  最新刊 
歴史を「国家」の視点からではなく、「地域」の視点から見つ
め直そうという関心の高まりつつある中、古来より独自の歴
史や文化が生まれ育まれてきた京都府下の
丹後半島地域を総体的に解明する試み。政
治・経済史的観点からだけでなく、地域住
民の視点から、そして彼らの抱いていた歴
史的な帰属意識や時代心理の分野にまで言
及した全７篇を収録。

葛46判・184頁／定価1,680円 ISBN978-4-7842-1348-1

京都 高瀬川 角倉了以・素庵の遺産
石田孝喜著

歴史に埋もれた史料を検索し、高瀬川
の流れとともに研究を続けてきた著者
が、運河開削の歴史をたどり、舟入や
橋の変遷など、多方面から歴史と文化
のすがたを描く。図版多数。
葛A5判・292頁／定価2,310円
 ISBN4-7842-1253-1

京の鴨川と橋　その歴史と生活
門脇禎二・朝尾直弘共編
歴史都市京都のシンボル的存在である鴨川
とそこに架かる橋について、平安京以前か
ら昭和まで、各時代の様子を具体的に明ら
かにし、人々の暮らしの中でどのような意
味を持っていたかを探る。
葛46判・292頁／定価2,310円
 ISBN4-7842-1082-2

 八  瀬  童  子  歴史と文化
や せ ど う  じ

宇野日出生著  最新刊 
京都の八瀬の地に平安時代より生活してきた人たちを八瀬童子という。彼らは自
治組織を形成し、比叡山や天皇家と深い関わりを持ってきた。今まで非公開で
あった八瀬童子の関係文書の活字化に中心メンバーとして携わり、民俗について
も１年間調査を行った著者が、彼らの苦難にみちた激動の歩み、そして今に伝わ
る思想・行動を歴史に裏付けられた「文化」としてとらえた一書。

〔内容目次〕
第１１章　赦免地踊〈特権の歓喜は祭礼へ〉
第１２章　特別積会立から八瀬童子会へ〈さらなる特権の継続〉
第１３章　輿丁〈天皇の輿を担ぐ〉
第１４章　大喪と大礼〈全国の注目を集めた八瀬童子〉
第１５章　歴史の証人〈八瀬童子に聞く〉
第１６章　念仏講〈顕彰される歴史と人物〉
第１７章　高殿の役割〈精進潔斎の日々〉
第１８章　老衆たち〈祭りの最高幹部〉
第１９章　伝統の継承〈祭りや行事〉
第２０章　天皇と八瀬童子〈皇室との新しい関係〉

第１章　八瀬の不思議〈古代から現代までの時空〉
第２章　八瀬の景観〈集落の構成〉
第３章　八瀬童子会文書とは何か〈伝来の至宝〉
第４章　八瀬の宮座〈平安時代の生活〉
第５章　後醍醐天皇と八瀬童子〈伝説と史実の共存〉
第６章　童子と国名〈名誉の称号〉
第７章　諸役免除〈特権を守る〉
第８章　村の営み〈暮らしのかたち〉
第９章　延暦寺との争論〈生死をかけた闘い〉
第１０章　八瀬の正史〈引き継がれた史実〉
葛46判・210頁／定価1,890円 ISBN978-4-7842-1352-8

うの・ひでお…1955年滋賀県生まれ．國學院大學大学院日本史学専攻修了．現在京都市歴史資料館統括主任研究員．

赦免地踊の燈籠着
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日中戦争から世界戦争へ  日 中戦争について の歴史的考察
永井 和著
華北に利権を求める日本。イギリス・アメリカ・ソ連を相
手にしてどのような対応をしたのか。日本が世界戦争への
道を歩んでゆく姿を明らかにする一書。

【内　容】
序 章　東アジア20世紀史の中の

日本
第1章　日本陸軍の華北占領地統治

計画について
第2章　日中戦争と日英対立
第3章　1939年の排英運動
第4章　日中戦争と帝国議会
第5章　日中戦争と陸軍慰安所の創設
補 論　江口圭一論

葛A5判・490頁／定価7,980円 ISBN978-4-7842-1334-4

明石岩雄（奈良大学教授）著  最 新 刊 
日中戦争の全面化は、太平洋戦争への決定的転換点であっ
た。日中戦争の原因について歴史学から考察する。
【内　容】
第1部 第１次世界大戦後の日中関係
　石井・ランシング協定の前提
　新四国借款団に関する一考察
　第一次世界大戦後の中国問題と日
本帝国主義

第2部 南潯鉄道と日本帝国主義
　五四運動と南潯鉄道
　1920年代日中関係における「大蔵
外交」の展開

第3部 日中戦争
　1920年代日本軍部の対中国「二重
政策」

　日中全面戦争の国際的条件
　日本軍の中国中南部侵略
葛A5判・352頁／定価5,775円 ISBN978-4-7842-1347-4

　書評・紹介一覧　1～2月掲載分 ※（評）…書評 （紹）…紹介 （記）…記事 〔敬称略〕　
貴族院と立憲政治文学に見る痘瘡
　（評）日本歴史（今津敏晃） 2/1　（評）千葉県医師会雑誌59巻No.2（江畑魁）
続日本仏教美術史研究　（記）朝日新聞千葉地域面（著者インタビュー） 2/28
　（評）仏教史学研究49巻2号（村松加奈子） 2/15東寺百合文書　第四巻
公家茶道の研究　（紹）京都新聞夕刊（「洛中洛外」欄） 1/5
　（評）日本歴史705号（戸田勝久） 2/1織豊期の茶会と政治
明治維新期の政治文化　（紹）中外日報 26973号 1/25
　（評）日本歴史705号（友田昌宏） 2/1茶道と恋の関係史
延慶本『平家物語』の説話と学問　（評）日本文学 56巻2号（No.644）（錦仁） 2/10
　（評）仏教史学研究49巻2号（坂口太郎） 2/15中国近世における国家と禅宗

　（評）仏教史学研究49巻2号（清水智樹） 2/15

大手前大学比較文化研究叢書

松村昌家編  夏目漱石における東と西  【最新刊】
明治の文豪、夏目漱石の小説において、そこに織り込まれた西洋的概念と東洋的概念の葛藤、直接影響を受けた小
説との比較、イギリスの事物の受容の様相など、気鋭の研究者たちによる漱石文学論7篇。

　〔内容目次〕
　小説美学としての〈非人情〉─『草枕』の成り立ち─ （松村昌家）
　『吾輩は猫である』におけるメランコリーと神経衰弱 （仙葉 豊）
　「甲羅ノハヘタル」暗示─『心』「琴のそら音」の深層 （佐々木英昭）
　奇人たちの饗宴
　　─『吾輩は猫である』とＴ.Ｌ.ピーコックの〈談話小説〉 （飛ヶ谷美穂子）
　漱石の『坑夫』とゾラの『ジェルミナール』
　　─創作ノートと調査資料─  （大高順雄）
　「カーライル博物館」論 ─明治期のカーライル受容を視座として （神田祥子）
　漱石の薔薇戦争 （森 道子）

葛A5判・208頁／定価2,940円 　ISBN978-4-7842-1335-1
 

ヴィクトリア朝英国と東アジア
川本皓嗣／松村昌家編
葛A5判・280頁／定価3,360円
　ISBN4-7842-1297-3

視覚芸術の比較文化
武田恒夫／辻成史／松村昌家編
葛A5判・256頁／定価2,940円
　ISBN4-7842-1187-X

谷崎潤一郎と世紀末
松村昌家編
葛A5判・212頁／定価2,940円
　ISBN4-7842-1104-7
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葛てぃーたいむ余録滑
　80年代以降の社会の変化が座談会を通して問題に
されました。技術の発展、産業構造の変化、大学のあ
り方…。「失われた10年」どころか、「失われてきたい
ま」を生きているという感を強くしました。 （h）

葛表紙図版滑「寛文長崎図屏風」六曲一双のうち左半
双（部分／長崎歴史文化博物館所蔵）
 （『長崎奉行の研究』より） 

葛営業部より─先入観と新たな発見─滑
　最近、福沢諭吉のことを少し調べていましたら、あの
有名な、天は人の上に～の名言の続きが載っていまし
て、その内容に少々の驚きを感じ、学生時代には見向
きもしなかった本も先入観を捨てて読んでいかなけれ
ばと痛感致しました。弊社も、自明のことと思われて
いることについて、新たな知見を与える本も取りそろ
えておりますので、書店等でお目にかかる時には、少し
でも内容に目を通して頂けると幸いでございます。 （I）

1月から2月にかけて刊行した図書
発行月定価OPLNPLTRCISBN978-4-7842著　者　名図　　書　　名
1 7,560 075036260851542070053591333-7  C3021橋詰茂瀬戸内海地域社会と織田権力
2 7,980 075558570852785070081191334-4  C3021永井和日 中 戦 争 か ら 世 界 戦 争 へ
2 1,995 0853708070095581342-9  C1016本井康博錨 を あ げ て

（表示価格は税5％込）

◆著者はあなたです　受託出版承ります◆
人文科学・芸術分野の学術書・啓蒙書など約１,５００点の刊行実績をふまえ、信
頼在る本作りをご提案します。ご計画をお持ちの方はお気軽にご相談下さい。

詳細パンフレットを進呈いたします。ご請求下さい。

　◎研究論文集
歴史・文学・美術・医学史など　学会紀要、修士論文、博士論文も歓迎
　◎社史・団体史・学会史
企業・団体・学校・学会などの年始の企画編集と作成
　◎美術館・博物館などの展示図録
展覧会図録、館蔵品目録、個人蒐集品図録など
　◎趣味に関するもの
詩・和歌・俳句の作品集、写真・絵画・書道の作品図録
　◎自分史・文集・随筆集など
生誕から今日までの私的半生記　同窓会や趣味会の文集随筆集・追悼録

受託出版事業部


